
１２ 

　福崎町では、平成２６年１月に施行された産業競争力強化法に基づき、地域での創業を促進させるため、

「創業支援事業計画」を策定し、国の認定を受けました 

　この計画に定める「特定創業支援事業」を受けて、本町が証明書を交付した創業者は、国の様々な支援

策を受けることができます。 

特定創業支援事業とは 

　創業支援事業計画に掲げる事業の中で、「経営

・財務・人材育成・販路開拓」の４つの知識を

習得することができる継続的な支援事業を「特

定創業支援事業」といい、福崎町では、福崎町

商工会で行われる創業支援セミナーや個別相談

を「特定創業支援事業」と位置づけています。 

　この事業に位置づけられたセミナー等を受講

し、４つの知識を習得したと認められる者に、

支援を受けたことの証明として、申請により証

明書を交付します。創業希望者等は、この証明

書により以下の特例を受けることができます。 

●特定創業支援事業を受けるとこんなメリットがあります。 

●福崎町での創業支援体制 

会社（例：株式会社）を設立

する際の登録免許税の減免 

資本金の０.７％→０.３５％ 

最低税額１５万円→７.５万円 

無担保、第三者保証人なしの創業

関連保証の枠が１,０００万円から 

１,５００万円までに拡大され、事業

開始の６か月前から利用可能 

日本政策金融公庫「新創

業融資制度」の自己資金

要件を撤廃 

問い合わせ先　地域振興課　商工係（内線３９１） 

〈全体像〉 
※下線は特定創業支援事業 

（公財）ひょうご産業活性 
化センター 

・よろず相談 
　（創業支援関連全般） 
・情報提供 
　（融資、助成メニュー等） 

もち麦産地振興協議会 

・地域資源活用バックアップ 

・創業支援セミナー実施 
・創業支援の個別相談 

・金融支援 
・セミナー・イベント支援 

金融機関　　　　 
・みなと銀行　 
・但馬銀行　　 
・但陽信用金庫 
・姫路信用金庫 
・播州信用金庫 

日本政策金融公庫 

中小企業大学校関西校 

・ワンストップ相談窓口の設置 
・関係機関との調整 
・創業支援事業補助 

創業希望者、創業者 

福崎町 

福崎町商工会 

・金融支援 
・セミナー支援 

・個別相談支援 
・セミナー（講師派遣）支援 



農業委員会

農業委員会 
だより 

農地パトロールを実施しています 

問い合わせ先　福崎町農業委員会（農林振興課内・内線３１３） 

　福崎町農業委員会では、農地パトロールを実施し、農地の利用状況調査

を行い、違反転用の未然防止や、遊休農地の解消に取り組んでいます。 

　平成２８年３月末日時点の調査結果は、遊休農地面積約５.８ha・７３筆とな

りました。次回は８月に町内全

域で実施する予定です。 

　農地を耕作しないまま放置す

ると、周辺の農地や住民に迷惑

がかかります。地域のより良い

環境を保つためにも、草刈りな

どの保全管理を行うか、担い手

に貸し出して耕作してもらうな

どし、農地を適正に管理してく

ださい。 

１３ 

遊休農地 

油で閉塞したマンホール 下水道管につまった下着類 

解消された農地 

　みなさんは、油の多い食事をしておなかをこわ

したり、食べ物をのどに詰まらせたりしたことは

ありませんか？下水道も同じです。「油」や「野菜

くず」など「水に溶

けないもの」を流すと、

下水道管が詰まって

道路や宅内に汚水が

あふれたり、汚水処

理施設の機能を低下

させたりします。 

　町内でも、宅内の排水管やマンホールが油で完

全に詰まり、下水道が使えなくなったり、悪臭が

出たりする事例が発生しています。下水道は、何

でも流していいもの

ではありません。一

人ひとりがルールを

守って正しく使用し

てください。 

～使用上の注意とお願い～ 

　飲食店等で設置されているグリーストラップ（油脂類遮断装置）は、

毎日のバスケット清掃及び月に１度程度の沈殿物の清掃が必要です。 

飲食店等のみなさまへ 
問い合わせ先 

上下水道課（内線３８２・３８４） 

　残った油は凝固剤を使って固
める・キッチンペーパー等で吸
い取り燃えるごみ
に出す、生ごみは
燃えるごみに出す
といった対処をし
てください。 

　ティッシュペーパー・
紙おむつ・生理用品など
水に溶けな
いものは流
さないでく
ださい。 

　髪の毛は分解しにくいだけでなく、
下水道管の中で汚物をひっかけ、詰
まりの原因になります。
排水溝に目の細かいネ
ットなどを張り、髪の
毛が流れないようにし
てください。 

台所では・・・ トイレでは・・・ 浴室では・・・ 



　
井
上
通
泰
は
、
眼
科
医
を
営
む

傍
ら
、
歌
学
・
国
文
学
・
史
学
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
著
述
を
残
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
著
述
に
は
、

現
在
の
研
究
で
も
参
考
に
さ
れ
る

べ
き
部
分
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
医
学
に
関
し
て
は
大
学

で
学
ん
だ
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の

分
野
に
つ
い
て
は
全
く
の
独
学
で

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

　
通
泰
が
独
学
の
方
法
を
身
に
つ

け
た
の
は
、
彼
が
ま
だ
松
岡
家
に

い
た
頃
。
そ
の
手
ほ
ど
き
を
し
た

の
は
、
実
父
で
あ
る
松
岡
操
で
し

た
。
操
の
母
親
、
つ
ま
り
通
泰
の

祖
母
で
あ
る
松
岡
小
鶴
は
、
女
性

な
が
ら
学
問
を
よ
く
し
、
私
塾
を

開
い
て
人
に
教
え
る
ほ
ど
で
し
た
。

小
鶴
に
教
え
ら
れ
、
通
泰
は
９
歳

の
頃
に
は
お
お
か
た
の
字
が
読
み

書
き
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
そ
ん
な
通
泰
に
、
操

は
『
日
本
書
紀
』
の
「
神
代
の
巻
」

と
１
冊
の
字
引
（
辞
書
）
を
与
え
、

一
人
で
こ
れ
を
読
ま
せ
ま
し
た
。 

　
『
日
本
書
紀
』
は
漢
文
で
書
か

れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
漢
文
を

読
む
際
に
、
た
と
え
ば
「
春
眠
不

覚
暁
」
を
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」

と
読
む
よ
う
に
、
日
本
語
の
語
順

に
沿
う
よ
う
に
読
み
下
し
て
い
き

ま
す
。
つ
ま
り
、
漢
字
の
読
み
が

わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
漢
文
を
読
み

下
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

さ
ら
に
、
読
み
下
し
て
も
、
文
章

の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

漢
字
の
意
味
を
知
ら
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
大
人
で
も
、
な
か
な

か
根
気
の
い
る
作
業
で
す
。 

　
「
か
わ
い
い
子
に
は
旅
を
さ
せ

よ
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま

す
。
「
大
事
な
子
ど
も
だ
か
ら
こ

そ
、
親
の
手
元
で
甘
や
か
さ
ず
、

世
間
の
苦
労
を
経
験
し
た
ほ
う
が

よ
い
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

操
は
、
学
問
の
場
に
お
い
て
、
こ

の
こ
と
わ
ざ
を
実
践
し
た
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。 

　
そ
し
て
、
幼
い
通
泰
も
ま
た
、

難
し
い
か
ら
と
い
っ
て
あ
き
ら
め

る
こ
と
な
く
、
一
生
懸
命
字
引
を

引
き
な
が
ら
、
『
日
本
書
紀
』
を

読
ん
で
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ

う
し
た
経
験
に
よ
っ
て
、
通
泰
は

ど
ん
な
に
難
し
い
書
物
で
も
、
辞

書
や
参
考
文
献
を
用
い
れ
ば
読
み

解
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ

と
を
学
ん
だ
の
で
す
。 

　
そ
の
後
通
泰
は
、
井
上
家
に
養

子
に
入
り
ま
す
。
井
上
家
は
代
々

医
者
を
家
業
と
し
て
い
ま
し
た
。

通
泰
も
ま
た
、
医
者
と
な
る
べ
く

上
京
し
、
明
治
１４
年（
１
８
８
１
）

に
大
学
予
備
門
に
、
同
１９
年
に
帝

国
大
学
医
科
大
学
に
入
学
し
ま
す
。

そ
し
て
、
卒
業
後
は
大
学
の
眼
科

医
局
の
助
手
や
、
姫
路
病
院
で
の

勤
務
を
経
て
、
明
治
２８
年
に
岡
山

に
あ
っ
た
第
三
高
等
学
校
医
学
部

の
教
授
と
な
り
ま
す
。 

　
実
は
、
学
生
の
頃
は
、
養
家
か

ら
止
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
史

学
の
研
究
を
控
え
て
い
た
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
岡
山
に
移
っ
て
か

ら
は
、
医
学
の
研
究
と
後
進
の
育

成
を
進
め
る
傍
ら
、
岡
山
地
域
の

歴
史
の
研
究
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
３５
年
に

職
を
辞
し
て
上
京
し
て
か
ら
は
、

東
京
に
岡
山
の
歴
史
に
関
す
る
資

料
が
少
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
、

歌
書
や
古
典
の
研
究
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
岡
山
の
歴
史
か
ら
、
歌
書
や
古

典
の
研
究
へ
。
そ
れ
を
な
し
得
た

の
は
、
父
親
に
教
わ
っ
た
、
「
独

学
」
の
方
法
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
自
信
が
あ
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
。
こ
れ
以
降
も
通
泰
は
、

学
校
に
通
っ
た
り
、
誰
か
か
ら
教

え
を
請
う
た
り
す
る
こ
と
な
く
、

独
学
で
次
々
に
研
究
の
成
果
を
世

に
出
し
て
い
っ
た
の
で
す
。 

　
近
年
で
は
何
事
も
「
わ
か
り
や

す
さ
」
が
求
め
ら
れ
、
古
典
や
歴

史
の
資
料
に
は
丁
寧
な
解
説
を
つ

け
た
も
の
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
よ

り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

と
き
、
検
索
を
す
れ
ば
す
ぐ
に 

「
答
え
」
が
出
て
く
る
よ
う
に
も

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
に
は
、

わ
か
ら
な
い
も
の
を
、
本
や
辞
書

に
頼
り
な
が
ら
、
自
分
で
解
決
し

て
い
く
こ
と
も
大
事
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
過
程
を
大

事
に
し
、
そ
の
過
程
で
得
ら
れ
た

知
識
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
っ

た
か
ら
こ
そ
、
通
泰
は
生
涯
に
お

い
て
、
多
分
野
に
わ
た
る
膨
大
な

研
究
業
績
を
残
せ
た
の
で
す
。 

　
さ
て
、
７
月
２３
日
か
ら
、
柳
田

國
男
・
松
岡
家
記
念
館
で
は
、
記

念
展
「
井
上
通
泰
展
〜
歌
を
詠
み

愛
し
た
眼
科
医
〜
」
が
は
じ
ま
り

ま
す
。
会
場
に
は
、
通
泰
が
残
し

た
た
く
さ
ん
の
著
作
も
展
示
さ
れ

ま
す
。
１
冊
１
冊
の
著
作
か
ら
、

通
泰
の
学
問
へ
の
情
熱
を
感
じ
取

っ
て
く
だ
さ
い
。 

第２０話 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

井
上
通
泰
の
「
独
学
」 

み
ち
や
す 

み
さ
お 

こ
つ
る 

し
ゅ
ん
み
ん
あ
か
つ
き 

井上通泰展　～歌を詠み愛した眼科医～ 福崎町制６０周年記念 
井上通泰生誕１５０年記念展 

　今年は、柳田國男の兄、井上通泰が生誕１５０年を迎えます。 
　これを記念して、記念館では、７月２３日（土）から１１月２７日（日）まで
「井上通泰展」を開催します。 
　医者、歌人、国文学者として活躍した通泰の業績を、関連資料とあ
わせて紹介します。ぜひご覧ください。 

開館時間　９：００～１６：３０ 
休 館 日　月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日 

問い合わせ先 
　記念館　　２２－１０００ 

１４ 



毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
７月１９日（火）・８月１６日（火） 
場所：文化センター２階　和室 
個別相談員：大内和惠 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

１５ 

★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp

★お天気の良い日は、おひさまらんどの玄関先で水遊びができます。水着、タオルなどは各自でお持ちください。 
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

たかおかひろば やちくさひろば 

21日（木） 22日（金） 7月 

15日（木） 23日（金） 9月 

絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
　８月４日（木）１０：００～１０：４０ 
　文化センター　２階　和室 
・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要です。 

※開設時間は、１０:００～１５:００です。 

小さなお友達も大歓迎！！ 
日時　７月２０日（水）　１０：００～１０：３０（受付９：４５～） 
場所　福崎幼児園　遊戯室 
演奏　牛尾奈津美さん、玉置真梨さん 
対象　未就園の子どもとその家族 
申込先　おひさまらんど 

　短冊に願いごとを書いたり、老人クラブの方と
一緒に親子で七夕会を楽しみましょう。 
日時　８月５日（金）　１０：００～１１：００ 
場所　福崎幼児園　遊戯室 
対象　未就園の子どもとその家族 
申込先　おひさまらんど 
定員　３０組（先着順）※７/1９（火）から受付。 

日時　８月１６日（火）　１０：００～１１：３０ 
場所　文化センター　１階　和室 
おやつ　ふるふる黒糖わらびもち・もちむぎ茶 
申込先　ともだちひろば　８月１２日（金）締切 
☆おやつ代として１人５０円が必要です。 

日時　８月３日（水）　１０：３０～１１：３０（受付１０：１５～） 
場所　エルデホール　メインホール 
　・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要。 
　・夏休み中のお子さんも親子でお越しください。 

　身近な材料を使って水あそびのおもちゃを作り、
ご家族で川遊びを楽しみませんか？ 
日時　８月２０日（土）　１０：００～１１：３０（受付９:４５） 
場所　青少年野外活動センター 
　　　※現地集合、雨天中止 
対象　就学前の子どもとその家族 
申込先　にこにこひろば 
持ち物　１　牛乳パック1個、 
　ペットボトル（１.５　か２　）1本 
　水筒、タオル、着替え、濡れてもいいくつ（親子共） 

日時　８月２５日（木）　１０：００～１１：００ 
場所　おひさまらんど　　講師　大内和惠先生 
テーマ　「はじめてのえほんえらび 
　　　　　～どうして子どもに絵本を読むの？～」 
対象　未就園の子どもとその保護者 
定員　１５組（先着順）　※８/１（月）から受付。 「いやいや」「じぶんで」というわが子 

私もイヤイヤ言いたいわぁ！ 


